



ワークシート「全ての人が被害者にも加害者にもならないために」
【資料】
　　新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の拡大 (かくだい)に伴 (ともな)って、さまざまな偏見 (へんけん)や差別 (さべつ)の事例 (じれい)が報道 (ほうどう)されました。
　・県外 (けんがい)ナンバーをつけた車 (くるま)が、いたずら書 (が)きをされたり、傷 (きず)つけられたりした。
　・日本 (にほん)に何年 (なんねん)も住 (す)んでいるのに、外国人 (がいこくじん)だからという理由 (りゆう)で避 (さ)けられる。
　・インターネットで「コロナに感染 (かんせん)した人 (ひと)の住所 (じゅうしょ)や氏名 (しめい)を教 (おし)えろ」という書 (か)き込 (こ)みがあった。
また、治療 (ちりょう)および感染 (かんせん)拡大 (かくだい)を防 (ふせ)ぐために、受 (う)け入 (い)れ病院 (びょういん)は大変 (たいへん)重要 (じゅうよう)な役割 (やくわり)を果 (は)たしていますが、医療 (いりょう)従事者 (じゅうじしゃ)等 (とう)への様々 (さまざま)な差別的 (さべつてき)な言動 (げんどう)（「タクシーに乗車 (じょうしゃ)拒否 (きょひ)をされた」「施設 (しせつ)やマンションのエレベーター内 (ない)で嫌 (いや)がられる」）も報道 (ほうどう)されています。













１　新型コロナウイルスの３つの顔（病気、不安、差別）について、わかったことをまとめましょう。








２　それぞれ差別や偏見を受ける立場にたって、どのような気持ちになるか考えてみましょう。
自分が　（　車の持ち主　外国の人　医療従事者　）　だったら








３　どんなことに気付き、どう考えましたか。
これからの生活に活かせることについて書いてみましょう。
　　






